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「リソースとしての Capabilities」と親和的な Capabilities が用意されていない場合、オープン・
イノベーションはうまくいかない可能性が高い。
Abstract
Open innovation strategies by large corporations seemingly often fail because of 1） Innovator’s 
dilemma, 2） “Not Invented Here” syndrome, and 3） “No Slackness” dilemma. This research 
investigates more fundamental reasons for this failure. We find that organizational capabilities may 
fundamentally affect a large corporation’s open innovation policies. If a large corporation lacks 
















































































Kaufman （2008）は、企業の組織能力は次の 3 つの異なる種類の capabilities から成り立っていると説
明している。










































ここで重要なポイントは、Google などは、先述した三つの capabilities のうち少なくとも “Resources”
としての社内 capabilities を常にアップデートして最新のものにしている可能性が高いということだ。







図 2 で示した、A,B,C の各領域の投資において、日本企業の社内 capabilities が三種類のどの要素に
おいても複合的に不足している可能性は高い。例えば、領域 A では、社外の　“Resources” としての
capabilities の受け入れを拒む場合が多いであろう。それは、すなわち、それと類似したあるいは親和
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図 4 ：事業マッピング上の投資の障害となりうる主な社内 capabilities の種類
